
理事長 神谷 崇
　2023年７月に世界の平均気温が過去最高となり、国連事務総長が地球沸騰の時

代の到来と警鐘を鳴らしたことは、地球規模で気候変動が進んでいることを再認識

させました。二酸化炭素の排出量削減に向けて、わが国では、洋上風力発電の沖

合展開に向けて政府による検討が始まりました。原子力発電については、電力の安

定供給とカーボンニュートラルの実現の両立、2030年度電源構成に占める原子力比

率20～ 22％の達成に向け、原子炉の再稼働や次世代革新炉の開発、建設等に

取り組むこととされました。

　福島第一原子力発電所事故による海域環境や海産生物の放射性物質の濃度レ

ベルは一部を除き事故前の水準に下がってきており、福島県沿岸の漁業では、本格

操業への移行を目指して水揚げの拡大に取り組んでいます。このような中、2023年

８月に発電所敷地に貯蔵されてきたALPS処理水の海洋放出が始まりました。

　水産分野では、水産資源の適切な管理と水産業の成長産業化の両立に向けて、

諸施策が進められています。

　海生研は、「エネルギー生産と海域環境の調和」と「安心かつ安定的な食料生産

への貢献」に寄与することを目指して調査研究を行っています。

　原発事故後、継続して実施してきた東日本の水産物と海洋環境の放射性核種の

モニタリング調査及び2023年に開始したALPS処理水の放出口付近で採捕したヒラ

メ等のトリチウムの迅速分析については、引き続き最優先課題として取り組んで参り

ます。洋上風力発電においては、漁業を含む利害関係者の理解と協調が重要な課

題であり、漁業影響評価に役立つ手法の開発や知見の収集を通して、円滑な導入

に寄与していきたいと考えています。

　加えて、二酸化炭素の海底下地層貯留が海洋環境に与える影響の評価、水産

資源調査、種苗生産技術の開発等にも取り組んで参ります。

　2022年に開始した水産資源の持続的利用や環境の保全等に配慮した養殖管理

に積極的に取り組む事業者等を認証する、マリン・エコラベル・ジャパン（MEL）の

認証事業については、的確な認証の実績を積み上げることにより、皆様に信頼され

る認証機関となることを目指して参ります。

　海生研は、将来にわたり海洋生物に係る環境問題の解決に際して、社会の要求

に応える研究機関であり続けることを目標に努力する所存ですので、皆様方のご支

援、ご指導をお願い申し上げます。
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History

（公財）海洋生物環境研究所 事務局本部　〒162‒0801 東京都新宿区山吹町347番地 藤和江戸川橋ビル7階　TEL.（03）5225‒1161 EP2024.6/600/LH

海生研のあゆみ

2008年 4月 温水養魚開発協会の解散に伴い残余財産を受入れ

2009年 8月 帝国書院ビルから藤和江戸川橋ビルへ事務局移転

2023年 12月 中央研究所がＭＥＬの認証を行う製品認証機関として認定

2010年 3月 実証試験場に応用生態試験施設竣工

2012年 4月 公益財団法人に移行

2024年 4月 組織改正に伴い実証試験場を中央研究所柏崎支所とする

2003年 7月 実証試験場の海水取水施設更新

2000年 3月 実証試験場に海生生物飼育試験施設建設

1984年 11月 実証試験場竣工

1979年 11月 中央研究所竣工

1984年 1月 科学技術庁委託事業を開始

1975年 3月 全漁連及川会長が原産会議年次大会において
  「温排水影響問題について徹底した調査研究の途を拓くべし」との提言

1995年 4月 「今後における海生研の調査研究－行動指針」を策定

1994年 12月 北原ビルから帝国書院ビルに事務局移転

1994年 4月 「今後の海生研のあり方について」運営委員会から提言

1989年 9月 実証試験場に原子力発電所温排水資料展示館竣工

2007年 7月 中越沖地震により実証試験場被災

1987年 10月 鎌倉河岸ビルから北原ビルに事務局移転

1979年 10月 蔵町ビルに事務局分室開設

1977年  通産省委託調査を開始

1976年  水産庁、環境庁委託調査を開始

1975年 12月 （財）海洋生物環境研究所設立の認可、
  鎌倉河岸ビルに事務局開設
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